
「福 祉 教 育 実 践 報 告 会」 
 

 開 催 要 綱 
 
 
 
 
１ 趣 旨 

  住民誰もが生きがいや役割を持ち、「支える側」「支えられる側」という関係を超えて、

人と人、人と地域がつながり助け合いながら暮らしていくことのできる「地域共生社会

の実現」を進めていくにあたっては、住民それぞれが自分の立場で地域を知り、地域課

題について学び考える機会となる「福祉教育」の重要性はますます高まっていると言え

ます。 

加えて、コロナ禍で浮き彫りとなった差別や偏見についても、今一度考える機会とし

て「福祉教育」を活用することもでき、「福祉教育」の充実こそが地域の福祉力を高める

ことにもつながっています。 

その一方で、「福祉教育」の位置付けについてはまだまだ十分とは言えず、学校におけ

る疑似体験等にとどまっている場合も多く見受けられます。 

「福祉教育」の持つ可能性を、社協職員だけでなく、学校関係者、民生委員・児童委

員、社会福祉法人・社会福祉施設等とネットワークを組むことで更に広げていくことが

非常に重要です。 

  本報告会では、今年度、この「福祉教育」の展開に取組んでいる高鍋町社会福祉協議

会と木城町社会福祉協議会の実践報告をお聞きするとともに、自分たちの地域の課題に

ついて学び考える機会として「福祉教育」を活かしていくため、学校や地域を舞台とし

て、誰に対してどんなカリキュラムを展開していけば良いかを、高鍋町と木城町のカリ

キュラムを参考に、実際に作成に取組みながら実践につながる知識や考え方を学びます。 

 

２ 主 催 

  社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会 

 

３ 日 時 

  令和４年３月８日（火） 午前１０時３０分から午後４時まで 

 

４ 開催方法 

  オンライン形式（ZOOM） 

 

５ 参加対象 

  社会福祉協議会職員、小・中・高等・専門学校・大学教員、社会福祉法人・社会福祉 

施設職員、民生委員・児童委員 等 

 

６ 定 員 

  ６０名 

 

７ 参加費 

  無 料 

 



８ プログラム 
 

時  間 内  容 

10:00 ～ 
10:30 ［受 付］ＺＯＯＭ入室 

10:30 ～ 
10:40 

［オリエンテーション］ 

［あいさつ］ 

 社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会  

10:40 ～ 
12:00 

  （80 分） 

［実践報告］ 

 ◆「高鍋高校 JRC＆社協による 

災害ボランティアセンターについて学ぶコラボ事業」（仮） 

   高鍋町社会福祉協議会 事務局長  小泉 達成 氏 

 ◆「はじめの一歩！ 

        地域福祉活動企画コンテスト in Kijo」（仮） 

   木城町社会福祉協議会 福祉活動専門員  成合 進也 氏 

12:00 ～ 
13:00 [休 憩] 

13:00 ～ 
13:30 

  （30 分） 

[カリキュラム事例説明] 

 ◆高鍋町社会福祉協議会 

 ◆木城町社会福祉協議会 

13:30 ～ 
15:20 

（100 分） 
 

休憩含む 

[グループワーク] ※福祉教育推進員がサポートします。 

 ◆自己紹介（各自、学習テーマと対象者等を説明） 

 ◆グループでのテーマ・目的・対象者の選定 

 ◆カリキュラムの作成 

15:20 ～ 
15:40 

[カリキュラム発表] 

 ◆各グループからカリキュラムの内容を発表 

15:40 ～ 
16:00 

[ベスト・オブ・カリキュラム投票／表彰] 

 ◆参加者による投票を行い、「ベスト・オブ・カリキュラム」を選出 

16:00 [閉 会] 

 ※福祉教育推進員とは … 
  地域共生社会の実現に向けてますます福祉教育の重要性が高まる中、その推進には学校等教育関係との 
連携に留まらず、社会福祉法人等、地域の多様な関係者と連携しながらプログラム企画立案・実施・評価 
を行っていく必要があります。この流れを進めるため、全社協では令和元年度より、都道府県での情報や 
人材のネットワークを作りながら各市町村での取組をサポートする体制を構築することを目的に、福祉教 
育を進める人材として「福祉教育推進員」養成をスタートさせました。 
 宮崎県では、県社協職員に加え、令和 3年度新たに 7名の市町村社協職員が研修を修了しています。 

 

９ 参加申込み 

（１）申込みフォームまたは別紙「参加申込書」にて、令和４年２月２５日（金）までに 

お申し込みください。 

（申込フォーム：https://www.bura-vola.org/news/2022/01/post-51.html） 

   ※参加申込時に記載された情報により、参加者一覧を作成し参加者に配布します。 

記載された個人情報は報告会に関することにのみ使用します。 

https://www.bura-vola.org/news/2022/01/post-51.html


 

（２）グループワークにおいて、各グループ毎に「福祉教育カリキュラム」を作成します。 

    各自取組みたい学習テーマと対象者について、参加申込書所定欄に記入してお申し 

  込みください。 

（３）３月 4 日（金）までに、ZOOM ミーティングの URL、ミーティング ID、パスコー 

  ドをお知らせします。 

 

10 緊急時（荒天時）等の対応 

緊急時（荒天時）等により開催を中止すると判断した場合は、各開催日前日の午後５

時までに本会ホームページ（http://www.mkensha.or.jp/）でお知らせしますので、御

確認ください。 

 

11 参加申込書提出先及び問合せ先 

  社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会 地域福祉部 

  地域・ボランティア課（宮崎県ボランティアセンター） 担当：大山・脇本 

   〒880－8515 宮崎市原町２－２２ 宮崎県福祉総合センター本館１階 

    TEL：0985-25-0539 FAX：0985-31-6575  E-mail:vc@mkensha.or.jp 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


